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1 はじめに
携帯端末の普及に伴い，電子書籍における多種多様

な閲覧サービスが広がっている．電子書籍端末のKindle
ではページに対するブックマークが可能であり，それら

をユーザ間で共有することもできる．こういった従来

の閲覧サービスでは，検索機能が提供されており，特定

のキーワードを含むページを容易に検索できるが，読

書中に失念したような事柄を検索するのは，キーワー

ドそのものを思い出せないため，容易でない．そこで

本研究では，電子書籍のうち小説を対象とし，小説の内

容理解およびクライマックスにおける感動を増幅させ

るための振り返り支援システムを提案するともに，構

築したシステムを用いてその有用性を検証する．

具体的には，閲覧中のページに登場する事柄のうち，

重要かつ失念率の高い事柄を抽出し，提示するととも

に，その事柄が登場した特徴的な既読ページを推薦す

ることで，内容理解を支援する．ただし，提示する事

柄によってはクライマックスにおける感動を減少させ

る要因となりうるため，クライマックスに重要な事柄

を抽出し，その事柄の印象を逆に薄めることで，クラ

イマックス時の感動を増幅させる．

2 関連研究
読書における内容理解の支援として，読書を中断し

た際に挟んだ「しおり」の位置から最初のページまで

の既読部分のあらすじを生成し，提示するという研究

がある [1]．また，クライマックスにおける感動増幅と
して，ネタバレ防止は有用である．スポーツの勝敗に

まつわるネタバレ防止手法 [2]では，ネタバレ情報の
動的フィルタリングおよびネタバレ情報に対する重要

度を検証している．小説を対象としたジャンル推定と

人物抽出 [3]では，人名を抽出しその周辺文脈から人
物の特徴を表す表現を抽出する．

3 振り返り支援システム
提案する振り返り支援システムは，現在閲覧してい

るページ上に内容理解支援のための特徴語と感情増幅

のための特徴語をいくつか提示する．ユーザは，特徴
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図 1: 内容理解支援と感情増幅のための振り返り

語を選択することで，その特徴語に関連するページを

振り返ることができる．なお，感情増幅のための特徴

語は，クライマックス以降に提示される．

内容理解支援と感情増幅を実現するため，現在閲覧

しているページを基準に既読（過去閲覧）ページおよ

び未読（未来閲覧）ページに出現する単語間のページ

間隔を考慮する（図 1）．既読ページの分析では，出現
頻度が高いにもかかわらず，長く出現していない単語

ほど読者の想起要求は高いと仮定し，閲覧ページに出

現している単語のうち，既読ページ中に既に出現して

いる単語までのページ間隔も考慮する．未読ページの

分析では，真相提示等のクライマックスに深く関わる

重要度の高い単語を抽出し，その単語をクライマック

スまで推薦提示しないことで単語の印象を薄め，読者

の感動を高めることを試みる．

3.1 内容理解支援のための振り返り
内容理解支援では，読者が閲覧中のページ piまでに

失念した単語を特徴語として抽出する．まず，pi にお

ける単語 wordkの重要度 wkを以下の式より算出する．

wk =
wordkの出現回数
pi中の単語総数

· log
ページ総数

wordkの出現ページ数
(1)

次に，既読ページ p1～pi−1において wordk が最後に

出現したページ p jを抽出し，閲覧中のページ piとの差

分 (pi − p j)を算出した後，この差分値をページ piまで

の総ページ数 nで割った値を重要度 wk に掛け合わせ，

xを求める．この xが以下の式を満たすようであれば，

読者が失念している事柄とし，内容理解支援のための

特徴語とする．なお，Tx は別途定めた閾値を表す．

Tx ≥
1

(1 + e−x)
, x = wk ·

(pi − p j)
n

(2)

式に標準シグモイド関数を用いたのは，直近の既読

ページや遠い過去のページの重みを小さく，中間ペー

ジの重みを大きくするためである．

3.2 感情増幅のための振り返り
感情増幅では，今後重要となる事柄を抽出するために，

閲覧中のページ piまでの総ページ数 nを単語 wordkが
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図 2: 振り返り支援システムのインタフェース

次に出現する未読ページ p jとページ piとの差分 (p j−pi)
で割った x = wk · n/(p j − pi)の値を用いる．この値は小
説のクライマックスであるかそうでないかで場合分け

され，Tx以上かつクライマックス以前である場合は特

徴語として推薦提示しない．クライマックス以後であ

れば式 (2)より抽出した特徴語を提示する．

4 システムの実装と評価
今回提案した振り返り支援システムをObjective-Cで
構築し，抽出した特徴語を検証した．

4.1 インタフェース
図 2に構築した振り返り支援システムの iPhone(iOS)
上のインタフェース提示例を示す．中央に小説のペー

ジ，下部にページ移動ボタンを配置した．上部には抽

出した特徴語を 4つまで提示する．

4.2 内容理解支援と感情増幅の検証
シャーロック・ホームズシリーズの推理小説 1から抽

出された内容理解支援もしくは感情増幅のための特徴

語を 20代の男性 4人，女性 2人，計 6名が評価した．
なお，特徴語抽出の際の閾値 Tx は 1.98とした．その
結果を図 3（縦軸は適合率）に示す．
抽出された内容理解支援のための特徴語は、ページ

あたり平均 20 語であり，感情増幅のための特徴語は
ページあたり平均 18語であった．感情増幅のための特
徴語は，真相提示ページでの伏線となるため，クライ

マックスページのみで検証を行った．なお，今回のク

ライマックスとなる真相提示のページは著者の主観に

基づいて決定した．適合率は（正解と判定された単語

の数）/（システムが推薦した単語の数）とし，正解判

定は各被験者が行った．このとき，各ページから抽出

された特徴語が「忘れたので理解したい単語」か「理

解しているがもう一度確認したい単語」か「振り返る

必要のない単語」かを評価してもらい，前の 2つを正
解とした．

1Arthur Conan Doyle 著「瀕死の探偵」

図 3: 評価結果

内容理解支援評価では，特徴語の品詞を名詞とした

場合の適合率の中央値は 35.0%であったが，特徴語の品
詞を名詞の中の人名と固有名詞に絞ることで，46.8%に
上昇した．一方，感情増幅の評価では，特徴語の品詞

を名詞とした場合の適合率の中央値は 23.3%であった
が，人名と固有名詞に絞ると，逆に 10.0%に下がった．
今回の評価では十分に高い適合率が得られなかった．

その原因として，短編推理小説を対象に評価を行った

ため，登場人物が 7人程度と少なく，犯人が小説の中盤
から連続して登場していたことやクライマックスにお

ける凶器や犯行現場といった状況を考慮していなかっ

た点が挙げられる．なお，状況の抽出手法としては，単

語間の共起関係等の利用が考えられる．

5 おわりに
本研究では，小説（電子書籍）を対象に，失念した

可能性の高い重要な単語を提示し，その単語が出現す

る特徴的なページの振り返りを支援するとともに，ク

ライマックスで重要な単語をクライマックスまで推薦

しないことで感動を増幅させるシステムを提案した．

また，評価実験より，内容理解支援に対しては適合

率が 50%程度であったが，感情増幅に対しては 30%以
下であることがわかった．

今後の課題として，感情増幅のための状況を表現す

る特徴語抽出による精度向上が挙げられる．
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